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研究成果の概要（和文）：アレルギーに関するオンラインマタニティクラスを実施した。98％の妊婦は生まれて
くる子どもがアレルギー発症することを心配していた。全ての参加者は教室内容が役立ったと回答し、今後、こ
のようなマタニティクラスが普及して欲しいと回答しました。論文は、アメリカ臨床アレルギー免疫学会の公式
国際英文雑誌Journal of Allergy and Clinical Immunology: Globalに掲載された。
アレルギー中心拠点病院事業に一貫として、定期的にオンラインアレルギーマタニティクラスを実施しており、
社会実装につなげた。

研究成果の概要（英文）：We evaluated the usefulness of an online childbirth preparation class about 
prevention and early detection of allergic diseases in offspring.An online allergy class for 
pregnant mothers was provided at the hospital in Tokyo. We conducted an online survey about allergy 
topics before and after the online childbirth preparation class.A total of 106 pregnant women 
attended the online allergy class, and 92 (86.8%) responded to the online survey. Of the 
respondents, 90 (97.8%) were worried about the development of allergies in their children. The topic
 that attracted the most attention in the lecture was the prevention of atopic dermatitis by means 
of skin care.  All mothers believed that the class was useful, the information should be 
disseminated to the public, and the practices should be implemented.In online childbirth preparation
 classes, information about allergy based on dissemination and implementation science could 
strengthen allergy literacy among pregnant women.

研究分野： アレルギー

キーワード： 予防　社会実装　アレルギー　小児　ヘルスリテラシー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国が定めるアレルギー疾患対策の推進に関する基本的な指針でも妊婦に対する適切な指導やアレルギー発症予防
を勘案した対応が求められている。今回の調査で、アレルギーマタニティクラスは妊婦に役立つと考えられた。
研究から明らかとなった科学的根拠を一般社会へ普及と実装し、今後マタニティクラスなどでアレルギーに関す
る教育が普及することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
エコチル調査から約半分の父親と母親はアレルギーの既往があることが明らかになった。生まれてくる
子どもの多くはアレルギー体質を持っていることが示唆されている。 
Yamamoto-Hanada K, et al. World Allergy Organ J. 2017 Aug 7;10(1):24. 
以前実施した保護者対象としたアンケート調査では、81％の保護者が妊娠中のアレルギーマタニティク
ラスがあれば参加したかったと回答していた。 
Yamamoto-Hanada K, et al. Ann Allergy Asthma Immunol. 2020 Feb;124(2):198-200. 
アレルギーに関心や心配がある妊婦は多いと考えらますが、科学的根拠のない情報に振り回されてい
る可能性がある。 
 
 
２．研究の目的 
オンラインアレルギーマタニティクラスの有用性について評価する。 
 
３．研究の方法 
【対象】2021 年 1 月から 2021 年 8 月の 8 か月間にオンラインアレルギーマタニティクラスに参加した妊
婦 106 名 （アンケート回答者は 92 名） 
【教室】月に 1 回 アレルギー専門医によるオンラインクラスを実施  
【調査方法】アレルギーマタニティクラス前後で、アレルギー疾患、予防に関するアンケー 
調査を実施 
 
４．研究成果 

・ 98％の妊婦が生まれてくる子どもがアレルギーになることを心配していた。 

・ 一番心配なアレルギー疾患はアトピー性皮膚炎で、2 番目は食物アレルギーだった。 

・ ステロイドに対する知識も改善した。 

・ 食物アレルギーを予防するには離乳食そのものの開始を遅らせた方が良いという質問に「わから

ない・そう思う」と回答した妊婦は 30％いた。 

・ すべての妊婦が、教室が役立ったと回答し、このようなアレルギーに関するマタニティクラスが普

及することを望んでいた。 

 
・ 国が定めるアレルギー疾患対策の推進に関する基本的な指針でも妊婦に対する適切な指導やア

レルギー発症予防を勘案した対応が求められている。 

・ 今回の調査で、アレルギーマタニティクラスは妊婦に役立つと考えられた。研究から明らかとなった

科学的根拠を一般社会へ普及と実装し、今後マタニティクラスなどでアレルギーに関する教育が

普及することが期待される。 
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